
クレジットカテゴリー
必須項目 加点項目

評価項目数 評価項目数 ポイント（最大）

IP 総合的なプロセス ― １ １P

LT 立地と交通 ― ８ １６P

SS 持続可能な敷地選定 ２ １０ １０P

WE 水利用効率 ３ ４ １１P

EA エネルギーと大気 ４ ７ ３３P

MR 材料と資源 ３ ９ １３P

IEQ 室内環境品質 ３ ９ １６P

ID 革新的なデザイン ― ２ ６P

RPC 地域的優先事項 ― １ ４P

合計 １２ ５１ １１０P

■ 評価項目（クレジットカテゴリー）と加点ポイント
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LEED BD+C:New Construction |v4 – LEED V4

WE : 水利用効率 LEED v4

WEｐ２
必須項目

屋内の
水使用量削減

要求事項:建物の水使用
表１.に指定された各衛生機器ベースラインの水使用量で
計算した建物全体(屋内)の年間総水使用量を基準とし、
設計値ではその基準に対して20％削減すること。
新たに設置する大便器・小便器・居室用の水栓金具、およびシャワーヘッドは、
米国環境保護庁節水プログラムWaterSense認定商品を採用すること。
(または、機器毎に指定された削減率を満たす機器の採用にて達成する)※
米国以外の建設プロジェクトの場合は、WaterSense認定品と同等性能の
現地衛生機器を選ぶこと。性能証明となる資料を提出すること。

ー
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表１.衛生機器のベースラインの水使用量



LEED BD+C:New Construction |v4 – LEED V4

WE : 水利用効率 LEED v4

WEc5
加点項目

屋内の
水使用量削減

WEp２必須項目の要件を満たし、さらに総水消費量を
削減する。

節水性能の高い機器の採用、上水の代替水(雨水・
再生水)を使用して、さらに必須項目の水利用効率レベル
を上回る “きれいな水”の総使用水量削減を図った場合
は、達成した削減率25％から50％までの範囲でポイント
が付与される。(最大６ポイントまで)

６/11
P

加
点
要
件

削減率 25％ 30％ 35％ 40% 45％ 50％

加点ポイント １P ２P ３P ４P ５P ６P

★建物全体の水使用量の削減率が25%以上で加点


